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Ⅰ 北海道岩見沢東高等学校（令和７年度指定校）
の取組について



GANTO BASIS GANTO PROGRESS GANTO PRIDE

【北海道岩見沢東高等学校】学際領域学科（令和７年度設置）

管理機関名【北海道教育委員会】 令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

現代的な諸課題を自分事としてとらえ、地域から世界の諸課題へ段階的に学びを発展させる探究学習
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探究学習の充実

令和７年
統合新設校
開校

 グローバルな視野を育成する学び
異なる文化をもつ多様な他者との学び

・大学の留学生など北海道内に在住す
る外国人等を活用した学び
・ＩＣＴを活用した海外の高校生等との
協働的な学び

コンソーシアムの構築方法
これまでの探究学習、進路指導等で

つながった関係機関（連携協議会）を

核として、本校同窓会及び地域の行政

機関の協力を得ながら、市内の他校と

も連携し、岩見沢市内の高等学校にお

ける教育の発展・充実に資する連携協

力体制の構築を目指す。

目

的

 外部の機関等の協力のもと学際的、複合的な最先端の学問分野の知見に基づく探究的な学びに取り組むことにより、予測困難なこれか
らの社会の持続・発展に寄与する知識、技能、態度を身に付けた生徒を育成する。

 総合的な探究の時間や学校設定科目を核としたカリキュラムマネジメント及び教育プログラムの開発に取り組むことにより、地域の期
待に応える高校づくりを進めるとともに、本道における普通科新学科校のモデルとなる。

特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
の
概
要

空知や北海道における課題と現代社

会における諸課題のつながりを理解

するとともに、自ら課題を設定し、

様々な手法を用いて探究に取り組む。

身に付けた力を地域の課題解決に向

けた探究学習に応用し実践するとと

もに、国内や海外の諸課題など、さ

らに視野を広げて探究に取り組む。

探究的な学びで得られたものを自分

自身の将来の生き方在り方につなげ、

進路希望に応じた課題を設定し個人

で探究に取り組む。

 学校設定科目の開設
探究学習を支える最新アプローチの習得

・「探究基礎」
データの収集分析や思考・表現の方法

・「探究応用」
データサイエンス等の理解と応用

 学際的な学びの実現
柔軟な教育課程と学校間連携

・類型にとらわれない教育課程の編成や、
コンソーシアムを活用した学際的な学び
の充実に向けた連携協力体制の構築
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岩見沢新設校

行政機関
大学等

研究機関

国際機関

企業

NPO等
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地元で高い目標を実現 「 スクール」プラン
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探究学習
【総合的な探究の時間・キャリア教育】

知識・技能の定着

普通科新学科

普通科普通科

１年次 ２年次 ３年次

地域巡検・JA農業体験

海外研修・グループ探究

志望する学問の課題研究

コンソーシアム
岩見沢市 岩見沢市教育委員会 岩見沢商工会議所 岩見沢青年会議所 空知信用金庫

北海道教育大学岩見沢校 北海道大学 北海道医療大学 弘前大学 吉田学園 北海道教育委員会
大地会（同窓会） エミプラスラボ ベネッセコーポレーション JICA 北海道国際交流・協力総合センター

＜岩見沢市内・南空知圏域の企業・団体・関係機関等：５０事業所＞

授業とＩＣＴ

学校行事で
チームワークを

自分の強みを
部局活動で発揮 データサイエンス学習

卒論制作イベント企画
ＩＣＴの活用

野球部全校応援

学校祭行灯行列

探究ルーム設置（文科省DXハイスクール事業申請中）

普通科では、総合的な探究の時間等で探究を深め、
思考力・判断力・表現力等を育みます

ー大学等への進学後や就職後に社会で活躍する人を目指すー

大学生との学び
（道教大岩見沢校等）

創造力と深い学び
【「探究基礎」「探究応用」】

普通科文理探究科
新学科では、学校設定科目等での質の高い探究に取り組み、課題解決等の能力を身に付けます

ー 難関大学等へ進学し将来社会で活躍する人を目指す ー

「新設校」のページ
にてご覧ください。



本校の総合的な探究の時間(令和５～７年度)

「潜在能力（Capability ｹｲﾊﾟﾋﾞﾘﾃｨ）を掘り起こす」プログラム



地域探究（フィールドワーク）

個人探究
（個人活動：進路希望学部）

地元企業との
課題研究

企業が
生徒の課題から選択

Ｒ５

探究学習

地元企業との
課題研究

学校が企業に依頼

・地域探究
（フィールドワーク）

・個人探究活動

Ｒ６ Ｒ７

１年

・個人探究
・卒業論文

２年

３年

地元企業との
課題研究

生徒グループが
企業に依頼



２年次
地域事業者との課題研究

【「岩見沢市総合計画 基本目標」の達成のために】

（１グループ４～５名、市内５１事業所）

探究学習



３年次
自らの進路に直結する課題に関する

調査・研究
【２１の学問領域】
人文学系 社会学系 教育学系 外国語学系 芸術学系 スポーツ学系 法学系
経済学系 経営学系 理学系 心理学系 工学系 情報学系 ファッション
工学系 医歯学系 看護学系 健康/保健学系 福祉学系 食品/栄養学系

農業・動植物・環境学系 観光学系

探究学習

探
究
課
題

・なぜ病院食はまずいのか？

・なぜ九九の7の段は難しいと感じるのか

・音楽で地域を活性化するには

・フットボールの世界でレフェリングの全自動化は実現するか

・自転車に乗っていると自動車に劣等感を抱くのはなぜ

・虹の上を歩きたい



Ｒ５

探究学習：学びの機会の拡大

Ｒ６ Ｒ７

岩見沢市職員によるワークショップ（地域課題の共有）

地域イベントへの参加・協力
（市観光協会、北海道教育大学）

道内外での探究合宿（高校、関西学院大学）

地域イベントの企画
（北海道教育大学）

教職インターンシップ（市内小・中学校）
北海道大学病院 救急部体験実習

市内４高校合同
データサイエンス講座

（岩見沢市、北海道大学、
北海道教育大学、日立製作所）

ＩＣＴ講座：創作体験
（データサイエンス）
※ＤＸハイスクール事業



学校コーディネーター（R5.10～）

瀬 尾 洋 裕 氏
・北海道教育大学大学院

岩見沢校 卒業

・岩見沢市地域おこし推進員

（R2.5～R5.4)

・岩見沢市地域支援員（R5.4)

・学習塾経営



【小・中学校との連携（授業改善）】

岩見沢市内小・中学校管理職の
授業参観・意見交換会



Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

探究旅行
（台湾・希望者）

・ＡＬＴによる授業
・道教委「Hokkaido Study Abroad Program」

探究旅行（台湾）

文理探究科１年
全員参加

国際理解教育

探究旅行
（台湾・希望者）

日本語指導体験

探究旅行（オーストラリア・希望者）

岩見沢市・米国ポカテロ市 姉妹都市派遣
【１名派遣】 → 【２名派遣・受け入れ１５名】



国際理解教育：海外探究研修

台湾（１年生希望者から選抜）

・現地大学生との交流：６名参加者選抜
（現地大学生による学習プログラム）

・市内施設見学（新竹サイエンスパーク等）
・校内選考試験を通過した７名が参加
・３月（４日間）

オーストラリア【アデレード】
（２年生希望者から選抜）

・現地高校の授業参加。高校生との交流
・生徒２人１家庭のホームステイ
・校内選考試験を通過した７名が参加
・３月（１０日間）

新設校
文理探究科

台湾
探究研修
旅行
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成果：進路実績
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「令和７年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」

・広報活動：卒業写真集制作
・学校行事支援：

学校祭バザー
行灯行列交通安全指導

・学校美化：花壇づくり
・研修：研修旅行

成果：ＰＴＡ活動







【働き方改革に向けた取組】

自動採点システム導入に向けた業者説明会

今後について



今後について



【探究ルームの設置】

Ｒ９年度：増築棟（中庭）

今後について



北海道釧路湖陵高等学校

Ⅱ 令和４年度～６年度指定校の現況について

【基本データ】

○全日制 生徒数630名

○令和５年度入学生まで 普通科・理数科

○令和６年度入学生から
学際領域学科として「文理探究科」（定員160名）設置

○学校設定科目「ＫＱ（Koryo Quest）」
・文理探究科第１学年において３単位実施。
・探究のプロセスを身に付けるプログラム（マシュマロチャレンジ、力学の探究、化学の探究など）
地域創生に関わるプログラム、フィールドワークに関わるプログラム、講演会、出前講座 など

・総合的な探究の時間（第２学年２単位、第３学年１単位）における探究活動の基礎を学習



令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【北海道釧路湖陵高等学校名】学際領域学科（令和６年度設置）

【設置の目的】
〇 SDGsの実現やSociety5.0の到来に伴う諸課題に対応した、学際的・複合的な学問分野等の最先端の特色・魅力ある学びに重点

的に取り組むことにより、生徒が将来の国際社会及び日本社会で求められる資質・能力を育成すること
〇探究的な学習を重視したカリキュラム及び教育方法の一層の改善・充実に取り組むことにより、普通科を含めた他学科におけ
る「総合的な探究の時間」など探究的な学習の充実に向けて牽引・先導する役割を担うこと

【令和６年度の目標】

〇コンソーシアムを活用し、個別の探究
活動と関係機関との連携体制の強化

〇同事業指定校との情報共有と連携体制
の構築

〇学校説明会・中学校訪問に係る広報
活動

〇教育課程の工夫・改善
〇事業成果の適切な評価の実施
〇事業終了後の自走できる校内体制の
構築

【関係機関との連携・協働体制の構築】

コンソーシアム「チーム湖陵」

サポーター

道内外の研究機関・
高等教育機関で構成

プロモーター

釧路市内の企業・
団体・高等教育機
関等で構成

支
援

支
援

【主な取組】

〇探究的な学習における「チーム湖陵」
による専門的な助言

〇先進校視察及び視察校の受け入れの
促進

〇学校案内・学校説明会の工夫・改善
〇教育課程の工夫・改善
〇評価方法の工夫改善
〇組織改組と「校内コーディネーター」
の指名

【成 果】

○ 生徒の探究活動における「チーム湖陵」との連携
・探究的な学習における専門的な視点にからの助言・指導体制の構築

○ 同一事業実施高校との視察等を通した連携体制の構築
・視察校受け入れ、コーディネーター研修を通じたネットワークの構築

○ 外部講師を活用した各種講演会・講話による生徒の思考力の育成
・様々な分野の講師を活用し、生徒の興味・関心を高める講演会の実施

〇 「探究的な学び」の発信
・在校生の視点を生かした学校パンフレットの製作、学校説明会の実施

〇 ３年間の取組と成果を踏まえた教育課程の編成

・「探究に係る学校設定教科」の工夫・改善による教育課程の編成

【課 題】

○ 国内外の高校と大学等の連携
・個別の探究活動と関係機関との連携体制の強化

〇 教科等横断型（PBL）授業の推進
・年度当初に、各教科年度計画に教科等横断的な授業を取り入れた年間
計画の作成と実践

・「ＫＱ」において、SDGsなどのテーマを定めた各教科等の横断型授業
の立案

○ 令和７年度以降の持続可能な体制づくり
・校内体制整備と校内コーディネーターの業務の軽減及び育成に向け
た研修体制の充実

【令和７年度の目標】探究的な学習における持続的可能な校内体制の構築と学際領域学科における教科等横断型（PBL）授業の実践

コーディネーターを中心に、生徒の探究活動に対応する多種
多様な大学、国の機関、自治体、事業所、研究機関等とのコ
ンソーシアムを活用(プロモーター25団体、サポーター31団
体が参加）
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１ コンソーシアム「チーム湖陵」のその後

北海道釧路湖陵高等学校

コンソーシアム会議
(R7.6.19)の様子

SSH事業に引き継ぎ再登録
コンソーシアム会議を開き
再スタート

令和７年度
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北海道釧路湖陵高等学校

２ 持続可能な校内体制の構築

普通科改革支援事業において
構築した校内体制を
ＳＳＨ事業に継承

ＳＳＨ推進委員会
委員長：ＳＳＨ推進部長
委 員：教務部長、進路指導部長、保健部長

関係分掌部員、関係教科主任
校内コーディネーター

令和７年度

（令和６年度 「新時代に対応した 高等学校改革推進事業」指定校発表会発表資料を基に作成）

探究活動発表会(R7.7.18)の様子
（釧路湖陵高校ホームページより）
http://www.koryo946.hokkaido-c.ed.jp/zen
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北海道釧路湖陵高等学校

３ 教科等横断型（PBL）授業の実施

北海道教育委員会BRIDGE構築事業
「教科等横断」推進プロジェクト
探究型学習実践事業
授業等研究セミナー

道東ブロック研究授業実践校
地理歴史科×理科
（地理総合×物理基礎）

令和７年度

（令和６年度 「新時代に対応した 高等学校改革推進事業」指定校発表会発表資料を基に作成）



Ⅱ 令和４年度～６年度指定校の現況について

北海道大樹高等学校

【基本データ】

○全日制 生徒数82名

○令和５年度入学生まで 普通科

○令和６年度入学生から
地域社会学科として「地域探究科」（定員40名）設置

○学校設定科目「地域デザイン」
・第２学年において２単位、第３学年において１単位実施。
・育成を目指す資質・能力に関する方針：共生・共創
・地域の多様な産業の現状と課題を理解し、自身の生活との関わりについて考える。
地域の課題について台湾大樹区及び義守大学との交流から、広い視点で地域への理解を深める。
地域の課題解決に向けた取組を仮説検証し、成果を発信することで地域の発展・活性化に貢献する。



令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【北海道大樹高等学校】地域社会学科（令和６年度地域探究科設置）

管理機関名：北海道教育委員会

【関係機関との連携・協働体制の構築方法】

大樹高校サポート
コンソーシアム

コーディネーターの役割
○探究的な学習等の企画・立案
○生徒募集、広報活動
○関係機関との連絡・調整

大樹町、大樹町教育委員会、
大樹町関係企業・団体、地
域おこし協力隊、室蘭工業
大学

大樹
高校

コンソーシアムの役割
○高校の教育活動への支援協力
特に探究的な学習等への協力

○高校の教育活動への指導助言

地域コーディネーター

大樹町学校運営協議会

【地域探究科設置の目的】
○地域共創・共生社会の実現とそれに必要な資質・能力を育
成すること

○「総合的な探究の時間」など探究的な学習の充実に向けて
牽引・先導する役割を担うこと

【特色・魅力ある取組】

大樹スタンダード 大樹学ＰＬＵＳ 大樹高ＳＴＥＡＭ

ユニバーサルデザイ
ン及びダイバーシ
ティ、インクルーシ
ブによる授業改善

総探と台湾国際交
流を核とした多様
性・共生社会の理
解

室蘭工業大学等との連
携や町内関係企業との
連携によるＳＴＥＡＭ
教育の推進

【令和６年度の目標】 【取組状況】
(1) 新たな学校設定教科・科目を配置した教育
課程を編成

(2) ICT環境を活用した、学習者主体の個別最
適化学習体制の確立

(3) 地域の異校種と連携した「大樹学」におけ
る小中高一貫キャリア教育プログラムの完成

(4) 各学年の探究学習を接続し、３年間を見通
した探究学習のプログラムの完成

(5) 地域社会の持続的な発展や価値の創出に向
け、生徒がより主体的に関わる探究学習への
転換

(6) 生徒による地域課題の解決方策等について
の町への提言を踏まえ、高校生が地域が協働
して町づくりに参画することにより、地域の
活性化及び地域との共創の進展

(7) 室蘭工業大学等との高大連携プログラムの
推進による教科等横断的な学習の改善と発展

(8) ＪＡＸＡのエアロスペーススクールのプロ
グラムに参加生徒のほか、プログラムの一部
を他の生徒にも提供

○達成
△一部達成

(1) ○
(2) ○
(3) ○
(4) ○
(5) ○
(6) ○
(7) ○
(8) ○

【成果と課題】（○成果、●課題）
○ 普通科改革支援事業についての町や関係者の理解の促進
○ 校内における組織的な推進体制の整備
・地域探究委員会の定期的な開催、計画の推進

○ 生徒の学校や地域を愛する気持ちの表出、地域との共
生・共創の実現

○ 地域に係る探究活動後に実施した評価アンケートにおけ
る満足度の上昇、又は高い数値での維持

○ 生徒が進路について考える意識の向上と進路実現
・高校入学前に比べ、高校卒業後の進路についてより真
剣に考えるようになった割合 100％

・生徒の進路希望の進路実現率 100％
● 総合的な探究の時間及び「地域デザイン」の系統的な計
画づくりと実践による改善の継続

● 本校におけるさらなる授業改善の取組の推進
● 持続可能な組織づくり（属人化しない、引継ぎができる、
見通しをもった人材育成、後継の育成など）

● 進路実現率100％の継続
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１ 学校設定科目「地域デザイン」の実践

北海道大樹高等学校

大樹町の４分野について学ぶ
→地域の魅力や新たな課題への
気付き

→分野別グループ探究へ

（大樹高校ホームページ「地域探究科通信」より）
http://www.taiki.hokkaido-c.ed.jp/
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２ 地域コーディネーターの役割

北海道大樹高等学校

学校と地域の教育資源をつなげる人材

・地域で構築したネットワークを学校現場に還元
・総合的な探究の時間、学校設定科目「地域デザイン」等の企画・運営
・職員室に自席があり、週２～３日、授業のあるタイミング等で在校
・費用については今年度から町が負担

「高校コーディネータースタートガイドブック」（文部科学省ホームページより）
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/1366335_00003.htm
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３「地域ならでは」の学び「大樹学」

北海道大樹高等学校

小中高一貫のキャリア教育

・地域の自然や人材を活用した学び
・「小中高連携教育推進委員会」と
して各学校の管理職が毎月打合せ

・「大樹町教育の日交流会」で各校種
の取組を発表予定

（大樹町公式noteより）https://taiki-town.note.jp/


